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人の移動の社会言語学 

−日本語の事例を中心として− 

 

朝日祥之（国立国語研究所） 

 

１． はじめに 

 本稿では，人の移動がもたらす社会言語学的事象を日本語の事例を中心に示す。近代化，

都市化によってもたらされた人の移動は，言語間，方言間の接触を生み出した。その接触

による言語変容は，それまでの言語，または方言に観察されてきた自律的変化とは異なる，

よりダイナミックなものである。接触による言語変容は，例えば共通語化のように，地域

的な特徴を持っていた言語的特徴が共通語形に変わるようなものを指すことが多い。ただ

し，その変化の種類，接触に関わった言語，方言間の言語的距離の程度などにより，言語

変容の性格が変わることが考えられる。また，その接触をもたらした歴史社会的状況をそ

の要因として捉えなおすと，その要因の類型と言語変容のタイプとの間に見られる相関関

係を示すことが可能になる。 

 本稿はこのような問題意識のもとで，人の移動の持っている社会的意味の類型化を試み

る。それにより指摘できる言語変容の方向性を示すことを目指す。以下では「人の移動」

が持つ社会的意味を 2 節で示した上で，3 節で実際に言語事象を４つの視点に基づき紹介

する。その後，4節で本稿のまとめを行う。 

 

２． 「人の移動」の持つ社会的意味 

 最初に人が移動する社会的意味から考えてみよう。もちろん何の理由もなく，人が移動

することはない。人が移動の特性を決める要素を表１にまとめてみた。 

 

表１ 人の移動を決める社会的要素 

 要素 具体例 
1 目的 出稼ぎ，呼び寄せ，駐在，進学，就職，移住，抑留 
2 規模 一個人，特定の集団，集落，民族 
3 範囲 近隣地区，国内，外地，海外 
4 期間 1 日，数日，数ヶ月，数年，一生 
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 表１から人の移動には，その要素である（１）目的（２）規模（３）範囲（４）期間の

それぞれに属する特徴を組み合わせることにより構成される。このようにすることで，例

えば，北海道の新十津川村のように，「集落の規模で，国内に，一生（それ以上の期間）過

ごすために移住する」ものから，「大学進学のために，東京に一人で，4年間滞在する」と

いうような説明が可能となる。 

 また，一言で人の移動といっても，一個人の都合によるものから，集団就職，呼び寄せ

移住のようなものまで実に多様である。ここに人の移動に関する資料を２，３見てみよう。

図１は，東京や大阪といった大都市への人の移動である。 

 

 
図１ 東京都区・大阪市に移住した人の分布図 （国立国語研究所 1981） 

 

 図１から，大都市部への移動に見られる特徴として，東京都区部への移動は北海道・東

北地方から中部地方にかけての地域からの人の移動が多いのに対し，大阪市部へ移動は中

国・四国地方，九州地方からの人の移動が多い。一言で大都市部への移動といっても，人

の移動の範囲は一様ではない。つまり，大都市圏への人の移動をことば（または方言）の

移動ととられると，大都市部への方言の移動も多様であるということになる。当然のこと

として，それぞれの都市部で観察される接触現象も異なることが予想される。 

 次に，人の移動に関して海外に移住した日本人の人口を示した地図を見てみよう（図２）。

この地図は 1937 年に拓務省によって作成されたものである。 

 

 

図２ 海外に居住する日本人の人口 （拓務省 1939） 

 

図２から，1937 年時点で，100 万人を超える日本人が日本を離れていることがわかる。

もちろんこれには移民として海外に渡った人や植民地に移動した人，仕事や出稼ぎなどで

世界各地で生活している人も含まれる。ここで強調したいのは，いずれの地域においても

日本語と現地の言語との接触が生じるということである。 

 近代以降の日本語には都市化，近代化により社会構造の変化による変化が特に語彙面に

おいて認められる（田中 2019）が，図２に見るような海外への人の移動は，現地語との接

触によりこれまでの日本語に見られなかった言語変化が生じる可能性がある。 

 また，戦後の日本社会に生じた大都市部への人の移動により生じた人口急増問題に対処

すべく大都市部郊外にニュータウンの開発が進んだ。多摩ニュータウン，千里ニュータウ

ンなどが建設され，この人口問題に対処した。神戸市西区にある西神ニュータウンは 1982

年から入居が開始され，2000 年には約 53000 人が居住するようになった。居住者の出身
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地構成を示すと，表２のようになる。なお，公開されている統計資料には，これに該当す

る情報がないため，筆者が現地調査で行った聞き取りにより得た情報を用いた。 

 

表２ 西神ニュータウン居住者の出身地構成（朝日 2008） 

 
 

 ここから，このニュータウンには神戸市内からの移住者がもっとも多い。それに関西地

方，中国・四国地方，九州・沖縄地方からの移住者が続く。これは図１に示した大阪市部

への人口流入に見られる特徴と共通する。 

 以上，人の移動が持つ社会的な意味を概観した。人の移動により，その人の使ってきた

方言も移動するわけである。移動先で観察される方言接触や言語接触，それによって生じ

る言語変化・変容のプロセス解明が社会言語学における一つのテーマである。長期的に見

れば，特に，その地域に特有の言語変種（接触言語，接触方言も含む）の形成（例えば，

江戸語・東京語・北海道方言など）へとつながっていく。その言語変種の特徴と移動した

人々の郷里方言との関係の検証もこの研究テーマで取り組むべき課題の一つである。次節

では，このような人の移動により生じる言語事象を具体例を取り上げながら考察する。 

 

３． 「人の移動」がもたらした社会言語学的事象 

 本節では，人の移動によって生じる言語事象を関連する研究テーマを取り上げながら説

明する。本稿で取り上げるのは，次の 3 つのテーマである。 

（１） 対人コミュニケーションにおけるやりとり 

（２） 移動先で観察される言語（方言）接触と変容 

（３） 新たな言語変種の形成 

 以下，それぞれについて説明していく。 
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３．１．対人コミュニケーションにおけるやりとり 

 最初に取り上げるのは，言語接触場面における対人的なやりとりで観察される現象であ

る。言語（または方言）背景の異なる話し相手とのやりとりの中で，話者は相手により使

用する言葉を調整する。例えば，日本語社会の場合，話者と出身の異なる相手との初対面

でやりとりする場合，共通語を使用することが多い。ここでいう「共通語」は，自分自身

の方言を使用すると相手に自分の意図が伝わらなくなることを回避するために使用される

ものである。つまり，相手への「歩み寄り convergence」としての行動である。反対に「共

通語」ではなく，話者自身の方言形を使用しつづけたり，またはその使用を強調したりす

る場合もある。相手からの「逸脱 divergence」としての行動と呼ばれるものである。この

ような話し相手との話し手の言語行動に着目したものがアコモデーション理論

（accommodation theory）(Giles 1973)である。 

 言語変異研究では，このような話者が状況に応じた言語使用域をスタイル変異（stylistic 

variation）と呼ばれる。このアプローチによる研究は，発話に対する注意度の程度によっ

て発話の改まり度が決まるモデル，つまり「発話に対する注意度モデル

（attention-paid-to-speech model）」（Labov 1966）に始まる。これは関心の中心が発話者

自身にあるのに対し，アコモデーション理論，本節で取り上げる「オーディエンス・デザ

イン（audience design）」(Bell 1984, 2001)などは，分析対象の関心は話者だけではなく，

話し相手にあるところに特色がある。 

 ここでは，このオーディエンス・デザインのアプローチを採用した研究（Asahi 1998, 朝

日 1999）を紹介したい。具体的には，イギリスに居住する日本人（東京都出身者，および

大阪府出身者）の接触場面における言語使用を分析した。調査では，東京出身の話者（男

性と女性），並びに大阪出身の話者（男性・女性）による組み合わせを作り，自然発話を収

集した。いずれも初対面談話である。話者の組み合わせを表３に示す。表３では東京出身

者の男性は「TM」，大阪出身の女性は「OF」などとした。この談話資料を使った分析を

行った。ここでは大阪方言話者男性と女性による二拍名詞アクセント（類別語彙の２・３

類と４類）のうち，東京型アクセントを用いた率を示す（図３，図４）。 
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表３ 話者の組み合わせ 

 

図３ 大阪方言話者男性の東京型アクセントの使用率 

図４ 大阪方言話者女性の東京型アクセントの使用率 

 図３と図４から，いずれも話し相手が東京出身者である場合に東京型アクセントの使用

率が高くなることがわかる。加えて，大阪出身者男性の場合（つまり図３），話し相手が同

性よりも異性の方が東京型アクセントの使用率が高くなることがわかった。 

 

３．２．移動先で観察される言語（方言）接触と変容  

 前節で取り上げたアコモデーションは，方言接触が生じる状況の中でも，特に発話が生

じる状況に限定したものであった。ただ，実際は方言の接触は日常的に生じるものであり，

その期間も長期に渡るものが多い。方言間の接触により，次に示すような現象が生じる。 

（１） 方言間の接触による言語変容 

（２） 現地語との接触による言語変容 

（３） コード切り替え 

（４） リンガフランカの形成 

 以下，それぞれについて説明を試みる。 

 

３．２．１．方言間の接触による言語変容 

 最初は，方言間の接触による言語変容である。もちろん現在社会において都市部におい

ても農村部においても方言接触は日常的に生じるものである。その中で，方言間の接触の

頻度が高いのは，大都市の郊外に建設されたニュータウンである。2 節でも取り上げた西

神ニュータウン居住者を例に，その特徴を見てみよう。西神ニュータウン居住者と西神ニ

ュータウンに隣接する櫨谷町居住者による自然談話資料を用い分析を試みる。ここでは関

西方言における否定辞「–ヘン/–ン」とその過去形である「–ヘンカッタ/–ンカッタ/–(へ)

ナンダ」の使用率を五段動詞を例に見てみよう。図５と図６にそれぞれの結果を示した。 

 まず，図６から見ると，櫨谷町では関西方言の否定辞が多用されているのに対し，西神

ニュータウン居住者では，特に中年層において共通語の否定辞「–ナイ/–ナカッタ」が多用

されることがわかる。だが，若年層では関西方言の否定辞が使用されるようになっている

ことがわかる。若年層に見られるような関西方言の否定辞の使用は，西神ニュータウンが

ある神戸市であれば一般的である。ただし，中年層に見られた傾向は，方言接触が短期的，

または臨時的に生じたためではなく，それが長期化して行く中で観察されることを示して

いる。 
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じる状況に限定したものであった。ただ，実際は方言の接触は日常的に生じるものであり，

その期間も長期に渡るものが多い。方言間の接触により，次に示すような現象が生じる。 

（１） 方言間の接触による言語変容 

（２） 現地語との接触による言語変容 

（３） コード切り替え 

（４） リンガフランカの形成 

 以下，それぞれについて説明を試みる。 

 

３．２．１．方言間の接触による言語変容 

 最初は，方言間の接触による言語変容である。もちろん現在社会において都市部におい

ても農村部においても方言接触は日常的に生じるものである。その中で，方言間の接触の

頻度が高いのは，大都市の郊外に建設されたニュータウンである。2 節でも取り上げた西

神ニュータウン居住者を例に，その特徴を見てみよう。西神ニュータウン居住者と西神ニ

ュータウンに隣接する櫨谷町居住者による自然談話資料を用い分析を試みる。ここでは関

西方言における否定辞「–ヘン/–ン」とその過去形である「–ヘンカッタ/–ンカッタ/–(へ)

ナンダ」の使用率を五段動詞を例に見てみよう。図５と図６にそれぞれの結果を示した。 

 まず，図６から見ると，櫨谷町では関西方言の否定辞が多用されているのに対し，西神

ニュータウン居住者では，特に中年層において共通語の否定辞「–ナイ/–ナカッタ」が多用

されることがわかる。だが，若年層では関西方言の否定辞が使用されるようになっている

ことがわかる。若年層に見られるような関西方言の否定辞の使用は，西神ニュータウンが

ある神戸市であれば一般的である。ただし，中年層に見られた傾向は，方言接触が短期的，

または臨時的に生じたためではなく，それが長期化して行く中で観察されることを示して

いる。 
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図５ 西神ニュータウン居住者による否定辞 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 櫨谷町居住者による否定辞 

 

３．２．２．現地語との接触による言語変容 

 二つ目は人の移動により生じる現地語との接触による言語変容である。ここでは，海外

に形成された日系人社会における日本語の特徴を取り上げる。具体的にはハワイに移住し

た日本人らによって使用されてきた日本語に見られる特徴を取り上げる。ハワイの日本語

における自称詞は例文（１）（２）にあるように，「ワシ」が使われる（黒川 1976, 黒川 1983）。 

 

（１）わしは，こまい時にこの木にようのぼりよった（黒川 1976） 

（２）わしが 70 年前のことが・・・頭に浮かんできての（黒川 1983） 

 

 この語形（「ワシ」，複数形は「ワシラ」も使用が認められる）は広島方言のものである

と言われる。これはハワイに渡った日本人に広島県出身者が多いことと関連する。これと
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は別に，例文（３）（４）のようなもの（比嘉 1985）もある。 

 

（３）ミー（me）のハウス（house）にワン（one）刀がある（比嘉 1985） 

（４）ユー（you）はトゥーマッチ（too much）食べる（比嘉 1985） 

 

 つまり，英語の代名詞（me, you）がここで使用されているのである。このように言語

接触が生じる状況で観察される事象の一つに，自称詞，対称詞に現地語が使用されること

が確認できる。 

 この他にも，現地の英語に日本語からの借用語として取り込まれているもの（図７）な

どもある。これに該当する例はこれだけではないが，日系人社会において，このような日

本語起源の語が現地語に取り込まれるものは少なくない。 

 

 

 

図７ Bento の使用 

 

また，ハワイのプランテーションに従事する人たちで歌われた労働歌（ホレホレ節）に

その特徴を見るこができる。 

 

（５）ハワイ ハワイと 来てみりゃ地獄 ボースは悪魔で ルナは鬼 

 

図５ 西神ニュータウン居住者による否定辞 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 櫨谷町居住者による否定辞 
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に形成された日系人社会における日本語の特徴を取り上げる。具体的にはハワイに移住し

た日本人らによって使用されてきた日本語に見られる特徴を取り上げる。ハワイの日本語

における自称詞は例文（１）（２）にあるように，「ワシ」が使われる（黒川 1976, 黒川 1983）。 

 

（１）わしは，こまい時にこの木にようのぼりよった（黒川 1976） 

（２）わしが 70 年前のことが・・・頭に浮かんできての（黒川 1983） 

 

 この語形（「ワシ」，複数形は「ワシラ」も使用が認められる）は広島方言のものである

と言われる。これはハワイに渡った日本人に広島県出身者が多いことと関連する。これと
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カネはカチケン ワヒネは ハッパイコウ 夫婦仲良く 共稼ぎ 

条約切れるし 未練は残る ダンブロウのワヒネにゃ 気が残る 

 

 この歌詞には日本語の他に，英語やハワイ語の特徴（（６）（７））が入っている。その例

を見てみよう。 

 

（６）英語起源の語 

ボース：Boss（ボス，首領） 

カチケン：cut cane（サトウキビを切る） 

ダンブロウ： down below（下に，底に） 

（７）ハワイ語起源の語 

ルナ： 監督 

カネ：男 

ワヒネ：女 

 

 このような例は，歌詞に限った話ではない。日常会話にも多く含まれている。その例を

挙げると以下の通りである（Ikeda 2016）。 

 

（８）Kaukau bai（ごはんですよ。kaukau「食べる」（ハワイ語）bai「ばい（熊本弁」） 

（９）Koppe nome（コーヒーを飲みなさい。koppe「コーヒー」（ハワイ語）nome 飲め）） 

（１０）Hapai go（運んでいく。hapai「運ぶ」（ハワイ語）go（英語）） 

（１１）Me no sabe （私は知りません。Me no は英語，sabeはポルトガル語） 

 

 多言語社会における現象としてこのような言語混交が生じることは大変興味深い。一般

に言語接触状況ではこのような例は稀でもない。その中で，日本語が関わる言語接触の事

例が観察されるのはハワイの日系社会に特有なものである。 

 

３．２．３．コード切り替え 

 次に，コード切り替えである。これは同一発話において，文と文の間で生じるコード切

り替え（inter-sentential code-switching）と文の中で生じるコード切り替え（intra-sentential 
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code-switching）がある（Myers-Scotton 1993）。このような事例は言語接触状況において，

観察される。Nishimura(1997)はカナダに住む日系二世による談話を用いた分析を行って

いる。その例は以下の通り（例文は東(1997)より）。 

 

(１２)  VY: やすと私が今度 drive 代えたのよね。I was in the fast lane. Of course speed

出さなくちゃいけないから 

MN: Yeah 

VY: そしたら，there was a car in the left, right lane 

MN: うん 

VY: Twoならんで行ったのよね。Side. 

MN: Uh-huh 

VY: So, I was in the こっちの left lane. それでこう来たの 

 

 また，筆者が 2000 年代に観察できたサハリンに住む日本語話者たちによるコード切り

替えも確認できる（朝日 2012）。 

 

（１３）もう一回乗る船いぐって△△（地名）さいつでもくるでしょ，パスポート調べに。

Eщё один раз будет не волнуйтесь, поедем ещё.（もう一度船が出るから心配するな）M

ного（たくさん）も いっぱい いぐ 人 いるって 

 

 このような英語と日本語，日本語とロシア語とのコード切り替えはいつも生じるわけで

はない。彼らは日本語も英語もロシア語も言語運用能力は高く，それぞれの言語において

も問題なくやりとりが可能である。切り替えをめぐる言語的規則については更なる研究が

必要であるが，この現象が観察されるのは，彼らの言語生活においてもごく限られた場面

においてのみである。話者がいなくなる状況であることも鑑みると，このテーマの調査は

急いで行う必要がある。 

 

３．２．４．リンガフランカの形成 

 最後は言語接触によって共通語が形成されることである。日本語に関しては，台湾でリ

ンガフランカとしての日本語が使用されることが確認されている（簡 2012）。 
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（１４）あの時みんな若いの先生来てるから，みんな fafahi （奥さん，アミ語），あの，

奥さん来ない（閩南語が母語。女性） 

（１５）gua (私，閩南語），gua(私，閩南語）ある。（アミ語が母語。女性） 

（１６）ここででだいぶんのこのー日本人コウテイシ（工程師）なんかいたんでしょ。（ア

タヤル語が母語。男性）（日本語にない語彙） 

 

 これは台湾東部にある花蓮県にある集落（アミ族の集落に閩南人が居住する集落）で観

察されるものである。日本語教育を受けた世代からすれば，異なる民族間の共通語，つま

りリンガフランカとして日本語が使用されるのである。ここに報告された事例は大変貴重

なものであり，言語接触研究に大いに貢献するところでもある。 

 

３．３．新たな言語変種の形成 

 言語，または方言が接触することによって形成される言語変種は，世界中に生じている

ものであるが，日本語社会においては，例えば次に挙げる４つが該当するであろう。 

（a）江戸語（東京語） 

（b）北海道方言 

（c）外地の日本語 

（d）日本語系クレオール 

 いずれに共通するのは，人の移動により形成された地域社会で方言間，他言語との接触

が生じ，それが地域方言として確立したとされるものでもある。ここでは，その全てを紹

介することはしないが，いずれも地域方言色の薄い，共通語としての性格が強いもの多い

のが特徴である。 

 

４．まとめ 

 本稿では，人の移動がもたらす言語（と方言）接触によって生じる言語事象をそのタイ

プを示しながら考察した。人の移動自体はこれから継続するものである。その点において，

言語変容はこれからより多様なものになると考えられる。戦後の日本語史を代表するのが，

いわゆる共通語化と呼ばれるものである。地域方言が消失する代わりに共通語形が採用さ

れるものである。この過程を促進させる要因の一つが人の移動である。 
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 その一方で，今後の日本語社会においては，社会構造がより複雑・多様化していくこと

が予想される。その中で，共通語化という名称だけでは十分説明できない事象を調査研究

していく必要がある。その一つのあり方として，例えば，本稿で取り上げた，言語接触研

究で取り組まれてきた研究アプローチを援用することが考えられる。現地調査を含めたデ

ータ収集を継続させながら，今後の日本語社会の社会言語学的事象を観察していきたい。 
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戦中期のアメリカにおける日本語教育 
 

朝日祥之（国立国語研究所） 

 

１． はじめに 

 本稿では，外国における日本研究・日本語教育の中でも，アメリカにおける日本語教育

の歴史，とりわけ，第二次世界大戦中における日本語教育を取り上げる。アメリカでは，

戦前期から日本語教育が各地で実施されてきた。一方で東海岸では，東アジア研究の一地

域としての日本研究が盛んになされていたハーバード大学，コロンビア大学，イェール大

学などで日本語教育が行われ，他方で，日本からの移民の多かった西海岸（カリフォルニ

ア州，オレゴン州，ワシントン州など）では，継承語としての日本語教育が行われてきた。 

戦後期から現在に至るまでの時期における日本語教育は，戦時期にアメリカ陸軍・海軍

の将校として日本語教育を受け，日本に関する情報収集にあたってきた世代が戦後も日本

研究を継続させることと連動する形で実施された。1950 年代に始まり，1960年代以降に

本格化した日本の高度経済成長による日本語教育ブームが生じた結果，急増した日本語学

習者に対する日本語教育の実践，並びに日本語教育研究が活発となった。その後も，世界

情勢による日本語学習者の学習動機や目標が変容しつつも，現在に至るまで日本語教育が

実施されている。 

戦前期から行われてきた日本語教育は，先にも触れたように日本研究者を育成させるた

めの場合と，日本から移住してきた日本人・日系人にとっての「継承語」としての日本語

を習得するための場合とに分けられる。継承語としての日本語教育は，アメリカ西海岸の

各地で実施してきた。だが，それを除くと，高等教育で日本語が教えられていたのが現状

であった。また，日本語学習者の学習動機も，多くの場合，より条件の良い就職先に就く

ために必要な日本語運用能力を身につけたいという道具的動機（instrumental motivation） 

(Gardner and Lambert 1972)が多い。これに加え，近年ではアニメが日本語を学習動機に

なったケースが増えてきている。 

一方，本稿で扱う第二次世界大戦期においては，先に示した学習目標，学習動機とは異

なるコンテキストで日本語教育が実践された。そこで，以下では戦時期の日本語教育の具

体的な姿を当時の資料を活用しながら説明する。それを踏まえ，その当時の日本語教育に

よって育成された将校や日系兵たちが果たした役割について考察する。 
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以下では，2節で戦中期の日本語教育を取り上げる必要性を述べ，３節で戦中期の日本

語教育の様子を示す意味で，戦前期の日本語教育の様子を紹介する。4節で戦中期におけ

る日本語教育について，ミシガン日本語学校で使用された教材を中心に説明する。5 節で

今後のまとめと展望を示す。 

 

２． 戦中期の日本語教育を取り上げる必要性 

本稿が扱うのは，いわゆる有事の日本語教育である。そこに関わる人の生命に直接関

わるものである。シラバス設計や教授法の開発などを数年かけて行い，より効果的な日本

語教授を実践している場合ではない。まさに，「まったなし」の日本語教育である。いわ

ゆる太平洋戦争は，日本軍が真珠湾への奇襲攻撃により開始されたものである。アメリか

らすれば，「突如」始まった戦争である。敵国日本を想定し，日本語情報の収集，分析，

アメリカ軍の将校らの日本語運用能力の向上などを，「まったなし」で行う必要があった。

もちろん，それまでにハワイ・アメリカに渡った日本人，日系人たちがこの戦争により多

大なる影響を受けることになることは言うまでもない。強制収容所に送られた日本人，日

系人も少なくなかった。アメリカ生まれの日系二世たちが日本とアメリカとの間で翻弄さ

せられたのもこの時期であった。 

では，この時期において，アメリカでは，対日本に対する戦略を立てるのに必要な情

報をどのように収集したのだろうか。その情報として考えられるのは，たとえば以下のよ

うなものである。 

（１） 日本軍が作成した情報 

（２） 日本兵の作成したメモ 

（３） 訊問を行う，または捕虜の言動 

（４） 軍事裁判 

これらは，まさに戦地で収集，または実施されるものである。当然のことながら，戦地

に日本語教師がいるわけではない。アメリカ陸軍の将校や日系兵の多くが従事した通訳兵

がアメリカの陸軍日本語学校・海軍日本語学校で短期間で身につけた日本語の知識を総動
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その「外邦図」には，地形情報や敵軍基地などが記されている。それを元に戦地での戦略

を立てるのである。この地図を没収し，そこに記された情報を収集することで，アメリカ

軍は日本軍の戦略を把握し，その対抗策を立てていったのである。なお，資料１はパプア

島の「外邦図」である。泥で汚れているが，まさに日本軍基地からアメリカ軍が収集した

ことを示している。 

 

資料１ 外邦図（ミシガン大学図書館所蔵）i 

 

   

これに関連して，上の（２）の特徴を合わせて指摘すべきは，彼らが記したメモは全て

手書きで書かれていることである。この当時の手書きは，現代の日本人の使う書体ではな

く，字形が崩された，いわゆる「くずし字」である。日本兵たちが作成したメモや日記な

どは日本軍基地や日本兵のポケットにある。このポケットに入っていたメモや日記などの

情報も，先の外邦図と同じくアメリカ軍が収集した情報の一つであった。 

ここで注目したいのは，日本語教育を受けたアメリカ軍将校や通訳兵が，この「くずし

字」で書かれた手書きのメモや日記などを，読みこなしていたということである。つまり，

戦地に出る前に「くずし字」についての知識を身につけたというわけである。同時に，そ

れを実現させるために，日本語教育の現場で，この「くずし字」の読み方を教える必要が

あった。この「くずし字」に関する授業は，戦後から現在に至るまでの日本語教育では，
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古文書などを読むための訓練を受けない限り，取り上げられることはまずない。これは，

まさに戦時中の日本語教育ならではのことであった。 

もちろん，この「くずし字」については，通訳兵の多くにとっては，より身近なもので

あったことは想像に難しくない。また，通訳兵の中には，いわゆる「帰米二世」と呼ばれ

る世代がいた。アメリカで生まれた学童期を日本で過ごした彼らからすれば，ここで話題

になっている「くずし字」こそ，彼ら自身が使っていたものである。その意味でも，現地

で彼らが果たした役割が大きかった（MacNaughton 2006，朝日 2016 など）。 

 

３．戦前期の日本語教育に見られる特徴 

 戦前期における日本語教育は，繰り返しであるが，日本研究のため，または継承語教育

のために行われてきた。当時の日本研究が盛んに行われていた大学を挙げるとハワイ大学，

カリフォルニア大学バークレー校，ロサンゼルス校，スタンフォード大学，コロラド大学

ボルダー校，ミシガン大学，コロンビア大学，プリンストン大学，イェール大学，ハーバ

ード大学などである。戦時中においても，これらの大学が日本研究の拠点校として位置づ

けられた。 

 一方，アメリカに渡った日本人，日系人たちは，アメリカ西海岸，ハワイ各地に開設さ

れた日本語学校に通った。その日本語学校で用いられた国語の教科書は，当初は日本で使

われていた国定教科書が用いられたが，その後，アメリカ本土・ハワイで設置された教育

会の編纂による日本語教科書（「日本語読本」）が用いられたのである。この「日本語読

本」は，アメリカではハワイ版，加州版，シアトル版が存在している。 

 このような日本語読本の改訂にあたって，（１）イラストを差し替える（２）イラスト

の差し替えにより，本文の該当箇所をイラストの内容（現地社会の状況を反映させる）に

合わせる（３）現地社会の内容に応じた本文の改訂などが行われた。その詳細は稿を改め

たい。ここでは，そのうち，現存するハワイ版の日本語読本に注目し，特に日本語読本へ

の書き込みに見られる特徴を紹介する。 

 「日本語読本」への書き込みは，日本語学校に通っていた生徒，教師ともに認められる。

教師は授業の進め方に関する内容（資料 2）が多く，生徒たちは教科書の本文への書き込

み（資料 3）が多い。生徒の書き込みに多く見られたのが「読み」のわからない語句，並

びに「意味」のわからない語句への追記である。 

 その追記の仕方をめぐる傾向として 

（a） 字種の異なるふりがなを振る（例：ローマ字，カタカナ，ひらがななど） 

（b） 字義を英語で書き込む 

ことが指摘できる。 

 

資料２ 日本語読本への教師による書き込み 

 
出典：ハワイ大学マノア校図書館（米国ハワイ州ホノルル市）所蔵 

ハワイ日本語学校教科書コレクション (T-549, p.3) 

 

資料３ 日本語読本への生徒により書き込み 

出典：ハワイ大学マノア校図書館（米国ハワイ州ホノルル市）所蔵 
ハワイ日本語学校教科書コレクション(左から T-591, p.31; T549, p.34; T557, p.20) 
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戦前期における日本語教育は，日本からの移民が急増した時期でもあり，アメリカ・ハ

ワイにおいて広く行われてきた。この時期には，アメリカ・ハワイにおける外国語学校の

設置をめぐる問題などを受け，日本語学校における国定教科書を現地の状況を反映させる

形での改訂がなされたりもした。なお，生徒たちによる書き込みなどは当時の日系人子弟

の日本語運用能力を知る上で大変貴重である。 

 

４．戦中期の日本語教育に見られる特徴 

 次に，戦中期における日本語教育について述べる。2 節でも触れたように，戦時期の日

本語教育は，戦地で日本軍の動向，戦略情報を収集・分析するのに必要な日本語運用能力

を身に付けさせるために行われた。それでは，戦時期における日本語教育は具体的にどの

ようなものであっただろうか。 

 戦争が開始されてまもなく，アメリカ軍の将校養成のために対する日本語教育が開始さ

れた。3節でも触れた，日本研究の拠点校となった大学で日本語を教えていた教師たちは

招集され，この日本語教育に従事することとなったのである。 

 その結果，アメリカでは，陸軍日本語学校がミシガン大学，海軍日本語学校がコロラド

大学ボルダー校に設置され，将校たちがそこで短期間の日本語教育を受けることとなった。

その一方で，日系二世たちはミネソタ州にある Camp Savageに招集され，通訳兵になるた

めの訓練を積んだのである。 

 以下では，その日本語教育の事例として，ミシガン大学に開講された日本語学校を取り

上げる。なお同校の活動等についてはパッシン（1981）に詳しい。関心のある方は一読い

ただきたい。 

 

４.１．日本語学校で使用された教材 

 ミシガン大学日本語で使用された日本語教材は実にさまざまである。日本語学校の教壇

に立った日本語教師たちによる教材ももちろんあるが，そこで，使用されたのはいわゆる

「Naganuma reader」と呼ばれる日本語読本である（資料 4）。長沼直兄氏によって作成・

編纂された日本語教科書は戦前期において使用された。基本的にはこの教科書が使用され

たのである。このような戦前期に刊行された日本語教科書をそのまま使用したのである。 

 また，この時期にはいわゆる American Editionと呼ばれる辞書類がアメリカ国内で印刷

されている。例えば『大字典』や『研究社新和英中大辞典』（資料 5）などはハーバード
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招集され，この日本語教育に従事することとなったのである。 

 その結果，アメリカでは，陸軍日本語学校がミシガン大学，海軍日本語学校がコロラド

大学ボルダー校に設置され，将校たちがそこで短期間の日本語教育を受けることとなった。

その一方で，日系二世たちはミネソタ州にある Camp Savageに招集され，通訳兵になるた

めの訓練を積んだのである。 

 以下では，その日本語教育の事例として，ミシガン大学に開講された日本語学校を取り

上げる。なお同校の活動等についてはパッシン（1981）に詳しい。関心のある方は一読い

ただきたい。 

 

４.１．日本語学校で使用された教材 

 ミシガン大学日本語で使用された日本語教材は実にさまざまである。日本語学校の教壇

に立った日本語教師たちによる教材ももちろんあるが，そこで，使用されたのはいわゆる

「Naganuma reader」と呼ばれる日本語読本である（資料 4）。長沼直兄氏によって作成・

編纂された日本語教科書は戦前期において使用された。基本的にはこの教科書が使用され

たのである。このような戦前期に刊行された日本語教科書をそのまま使用したのである。 

 また，この時期にはいわゆる American Editionと呼ばれる辞書類がアメリカ国内で印刷

されている。例えば『大字典』や『研究社新和英中大辞典』（資料 5）などはハーバード
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資料４ 長沼直兄『日本語読本』            資料５ 研究社『新和英大辞典』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように，戦前期からの教材を再利用したり，海賊版を刊行したりして，日本語学習

のリソースを集積していったわけであるが，彼らは自身の経験を活かしながら日本語教材

を作成していった。 

 ミシガン大学日本語学校では，Joseph Yamagiwa (山極越海)によって，日本語教科書が

刊行された。そのリストをあげると以下のようになる。 

 

Modern conversational Japanese (Yamagiwa 1942) 

The modern Japanese written language (Yamagiwa 1945) 

Introduction to spoken Japanese (Yamagiwa 1944) 

  

これらから，日本語の話し言葉，書き言葉のそれぞれについての教材を作成しているこ

とがわかる。そのうち，Yamagiwa が編纂した Introduction to spoken Japanese の教科書の 
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資料７ The modern Japanese written language 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

資料６ Introduction to spoken Japanese 
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資料７ The modern Japanese written language 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

資料６ Introduction to spoken Japanese 一部を上げてみよう（Yamagiwa 1944）（資料 6）。Yamagiwa (1944)によれば，資料中に

ある下線部（例：gozaimasu）は動詞の無声化を表しているという。 

 次に，The modern Japanese written language（資料 7）を見てみよう。これは Yamagiwa

が，日本軍の資料を解読するのに必要な漢字の知識を定着させるために編纂されたもので

ある。日本語学校では日本語の運用に必要な読み言葉・書き言葉の知識を定着させるため

に必要な教材の開発が，既存の教材を再利用することと並行して進められた。 

 先にあげた教材とは別に作成された教材が漢字教材である。先に述べた通り，日本軍の

作成した資料を解読するのに必要となるものの一つが漢字の知識である。もちろん当時の

資料には手書きで書かれた資料が少なくない。その意味でも，漢字教材の開発が進められ

た。ミシガン大学にある陸軍日本語学校で作成された漢字教材（Kanji book for the 1100 

characters in the Naganuma tokuhon books I, II, and III）は，ミシガン大学附属図書館

(Bentley Historical Library)のPhilip M. Foisieコレクションに所蔵されている。そのリスト

は同図書館ウェブサイト（https://quod.lib.umich.edu/b/bhlead/umich-bhl-0436?view=text）で閲覧可

能である。資料8はその漢字教材の一部である。 

 

資料８ 漢字資料の教材 

 

 この漢字教材では，一つの漢字（ここでは「居」）について，その漢字の読みと意味，

また，その漢字が使われた熟語，その読みが日本語（ラテン文字）と英語で記されている。

この教材は Joseph Yamagiwaによると，陸軍日本語学校のスタッフが作成したものであり，

そこで掲載された漢字は，長沼直兄の『日本語読本』の巻１，巻２，巻３のそれぞれで取

り上げられた漢字（巻１約 500 字，巻２約 300 字，巻３約 300 字）である。資料 8 にある

数字（居の場合 21）は長沼の『日本語読本』の出現順に振られた番号である（高田 2017）。 
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４.２. その他で作成された日本語教材 

 戦中期においては，ミシガン大学以外でも日本語教材が作成された。その作成経緯につ

いてはさらなる調査が必要であるが，ここで著者が収集した教材を紹介する。 

 

（１） 捕虜訊問のための日本語テキスト Useful words and phrases in Japanese  

(沖縄県文書館所蔵) （資料 9） 

1945年刊行，捕虜に対する訊問のために作成された教材。日本語と英語で作成さ

れる。日本軍の階級や基本的な表現，あいさつ表現などが記載される。ただし，こ

れらがどのように使用されたのかは不明。8 ページ。 

（２） Japanese: A guide to spoken Japanese 

（ミシガン大学図書館所蔵）（資料 10） 

War departmentによって 1944 年に刊行される。日本軍のランクや基本的な表現，

訊問や日本人捕虜を監督するために必要な表現などが記載される。184 ページ。 

 

資料９ 捕虜訊問のための日本語テキスト        資料１０ Japanese phrase book 
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 これらの教材に記されている日本語は，基本的にラテン文字で記されている。また，発

音についてはヘボン式による表記が一般的であるが，資料 10 はヘボン式とそれ以外の表

記で記されている。表 1はその一例である。 

 

表１ 日本語教材における日本語表記の対照 

 Japanese Phrase Book 捕虜訊問のための 

日本語テキスト 

1 Hee-TOATS hitotsu 

2 FTA-tsoo futatsu 

3 Meet-TSOO mittsu 

4 Yoat-TSOO yottsu 

5 ee-TSOOTS itsutsu 

 

 表 1 の Japanese phrase book にあるような日本語表記は，日本語話者にとっては馴染み

の薄いものであるが，英語話者からすると，日本語による実際の音声に近い表し方を採用

している点で，役に立つ表記となっている。 

 Japanese phrase book を見ると，ヘボン式などの綴り方とも異なる，いわゆる音訳に近

い表記法が採用されていることがわかる。 

1. Koe-koe nee meek-kah ee-mahss 

2. Oh-me-yah-gay oh kie-tien dess kay-doe 

3.  Jah so-roe so-roe she-t’sue-ray she-mahss 

 これはそれぞれ 

1. ここに 三日 います 

2. お土産を買いたいんですけど 

3. じゃ，そろそろ失礼します 

となる。このような書き表し方による日本語教材は管見の限り，ほとんど例はない。戦地

での日本人とのやりとりをするのに必要最低限の日本語を短期間で身につけるためには，
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特定の日本語の教授法に縛られない，日本語習得のためにあるとあらゆる方策を取ったと

考えられる。日本語教材はその試みを集約させたものと言える。 

 

５．まとめと今度の展望 

 本稿では，戦中期のアメリカで実施された日本語教育について，文献資料等を用い

ながら説明を試みた。戦中期のアメリカでは，敵国である日本に関する情報を収集す

ることを念頭においた日本語教育が実践された。そこでは戦前期に使用された日本語

教材をそのまま活用したり，海賊版の辞書を刊行したり，日本語表記に拘らない，学

習者の習得のしやすさを視野に入れた表記法を採用したりするなど，緊急時だから可

能となった教材作成が進められたと言える。 

 その一方で，これらの教材がどのように使われたのか，といった学習者の視点から

の証言が多くないため，本稿では現存する資料に対する研究者，つまり著者による主

観的な評価に基づいた考察にとどまっている点は今後の課題である。このような課題

に対するアプローチとして，当時の日本語教材作成に携わった人たちへの聞き取り（キ

ーン・河路 2014 など）に基づいた研究が望ましい。当事者の高齢化は否めないのも事

実である。資料調査を中心とした調査研究が今後期待される。 

 近現代に生成された資料は，その数も種類も多い。後世に残すべき資料の選定，評

価などがなされることになる。その際，それぞれの資料に残すべきメタデータが必要

となる。本稿で取り上げた資料も，その多くは大学図書館に所蔵されているものであ

るが，そのメタデータは必要最低限のものしかない。そのため，本稿で取り上げた資

料を紹介したくとも，限界があるのも事実である。その意味でも資料を記録させるた

めに必要な情報を一つでも多く整備し，記録することが必要である。 

 最後に，本稿の中心的課題であった戦中期の日本語教育を受けた世代は戦後のアメ

リカにおける日本研究を牽引した世代でもある。表 2 はその一部を示しておく。この

リストにある研究者の中には，戦前期から日本研究に従事していた人も少なくない。戦

争経験，ならびに終戦後日本に生じた劇的な変化を目の当たりにしてきた彼らが日本をど

のように見つめてきたのか。これがアメリカの日本研究を推進させた原動力の一つであろ

う。その彼らをある意味で支えたのがこの時期における日本語教育とも言える。 

 

 



東京外国語大学国際日本学研究　報告XI

27

表２ 戦中期のアメリカの日本語教育を受けた日本研究者 
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ハワイの日系移民史における日本語の役割 
 

朝日祥之（国立国語研究所） 

 

１． はじめに 

本稿では，19世紀末以降，日本からハワイへ渡った移民たちの言語生活史における日本

語の役割を，著者がこれまで行ってきた研究活動で収集してきた情報をもとに考察する。

ハワイは現在においても日本をはじめとして環太平洋域に住む人たちにとって，観光地と

して人気があり，現地への移住を希望する者，結婚式を挙げる者，実際に移住する者も少

なくない。 

 太平洋域の中心的な役割をもつハワイには古くからさまざまな地域の民族が往来してき

た。特に近代のハワイへの移住は中国やポルトガル，フィリピンをはじめとした地域から

行われている。その中でも，日本からの移民がその規模がもっとも多かった。それまで準

州であったハワイは，戦後，1959年にアメリカ合衆国 50 番目の州として立州した。その後

も，観光業を基軸とした社会を成立させるなど，新たな変化を遂げていったのである。こ

のように刻々と変容していくハワイ社会で，日系移民たちは生活してきた。「元年者」と

呼ばれる最初の移民がハワイに渡ってから 150 年の間，日系移民たちはハワイ社会の中で

生活してきたわけだが，本稿では，この歴史の中で，日本語が果たした役割を日系移民史

を四つの時代区分に分けて考察する。 

 以下では，最初に 2 節でハワイの日本語の例を紹介した後，3節で元年者の時代，4 節で

日本からの移民が本格化した時代，5 節で戦時中のハワイ，6 節で戦後のハワイに分け，そ

れぞれの概説と日本語使用に関する記述を行う。その後，7 節で，ハワイ社会の今後と日本

語の役割にめぐる著者の見解を述べ，８節で本稿のまとめを行う。 

 

２． ハワイの日本語 

最初に，ハワイの日本語の様子を示すために，ハワイに移住した日本人たち（つまり一

世）のよる日本語談話を示す。この話者（W）は 1892 年に広島県で生まれ，1913 年にハワ

イに写真花嫁として渡ってきた。この日本語談話は，1985年に二世のインタビュア(IN)に

より収集された。なお，以下は著者が書き起こしたものである。 
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IN: そして，おばさん，それじゃ，何か特別におばさんとか，おじいちゃんとか，

特別に，かわいがってもらった人，それじゃ，別にいなかった？ 

W: いや，まあ，やっぱし私ら分家でしょうが，本家のおばさんが，おばさんや

ら，おじさんがようかわいがってくれましたよ。それで私が来るときでもね，

晩，夜の 2 時に出たのところ，そうしたらおじさんとおばさんがな，見送っ

てくれて，おじさんが，よう見ときんさいよ，いとまごいじゃけ，生き別れ

じゃけと言いましたよ（笑）。本当に生き別れになりました。 

IN: そして，きょうだいは仲がよかった，おばさん，10 人きょうだいで，みんな

仲がよかった？ 

W: Yeah。私のきょうだいだけは仲がいいんです。 

IN: 何か覚えてない？一緒にしたこととか，何か田んぼで遊んだこととか。 

W: Yeah。そういうなのがそうなんですの，つるんで遊び暇はないじゃけ。 

IN: なかった。 

W: 忙しいので。 

IN: おじゃめとか，なかった？おじゃめ，こう遊ぶの，昔。 

W: あれはやっぱし何ですよ。brother じゃったら，そんなの遊ばんから。 

IN: 遊ばないね。 

W: フレンド，よう遊びよりましたよ。友達がある，おるからね。 

IN: 少しは仕事をしても，やはり遊ぶ時間は少しはあったでしょう，友達とね。 

W: まあ，そう，皆，忙しいんじゃから，農家は。誰も，そう忙しいから，遊ば

んでしょうが，それで休みの日があるでしょう。そのときにみんな寄って。 

IN: そして，お父さん，お母さんはどんなんでした？かわいがってくださった？ 

W: Yeah イエー。私のお父さんは貧乏はしとったが，人間が優しい人なのよ。そ

して，仏教の熱心な人よ。それで頭がいいの。 

 

 この話者の日本語がハワイで使われている日本語の全てを表しているとは必ずとも言え

ない。この話者の出身地である広島県はハワイに日本から渡った日本人の中でもその数が

もっとも多い県である。この話者W は。その広島県出身である。なお，このインタビュー

が行われた 1985 年はこの話者が 92歳であった。 

 この話者の日本語には，広島方言で使用される指定辞の「ジャ」であったり，接続助詞

の「ケ」，アスペクト表現としての「トル」，否定辞の「ン」と，いずれも広島県を含む

西日本の方言で使用される形式が使用されている。 
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IN: そして，おばさん，それじゃ，何か特別におばさんとか，おじいちゃんとか，

特別に，かわいがってもらった人，それじゃ，別にいなかった？ 

W: いや，まあ，やっぱし私ら分家でしょうが，本家のおばさんが，おばさんや

ら，おじさんがようかわいがってくれましたよ。それで私が来るときでもね，

晩，夜の 2 時に出たのところ，そうしたらおじさんとおばさんがな，見送っ

てくれて，おじさんが，よう見ときんさいよ，いとまごいじゃけ，生き別れ

じゃけと言いましたよ（笑）。本当に生き別れになりました。 

IN: そして，きょうだいは仲がよかった，おばさん，10 人きょうだいで，みんな

仲がよかった？ 

W: Yeah。私のきょうだいだけは仲がいいんです。 

IN: 何か覚えてない？一緒にしたこととか，何か田んぼで遊んだこととか。 

W: Yeah。そういうなのがそうなんですの，つるんで遊び暇はないじゃけ。 

IN: なかった。 

W: 忙しいので。 

IN: おじゃめとか，なかった？おじゃめ，こう遊ぶの，昔。 

W: あれはやっぱし何ですよ。brother じゃったら，そんなの遊ばんから。 

IN: 遊ばないね。 

W: フレンド，よう遊びよりましたよ。友達がある，おるからね。 

IN: 少しは仕事をしても，やはり遊ぶ時間は少しはあったでしょう，友達とね。 

W: まあ，そう，皆，忙しいんじゃから，農家は。誰も，そう忙しいから，遊ば

んでしょうが，それで休みの日があるでしょう。そのときにみんな寄って。 

IN: そして，お父さん，お母さんはどんなんでした？かわいがってくださった？ 

W: Yeah イエー。私のお父さんは貧乏はしとったが，人間が優しい人なのよ。そ

して，仏教の熱心な人よ。それで頭がいいの。 

 

 この話者の日本語がハワイで使われている日本語の全てを表しているとは必ずとも言え

ない。この話者の出身地である広島県はハワイに日本から渡った日本人の中でもその数が

もっとも多い県である。この話者W は。その広島県出身である。なお，このインタビュー

が行われた 1985 年はこの話者が 92歳であった。 

 この話者の日本語には，広島方言で使用される指定辞の「ジャ」であったり，接続助詞

の「ケ」，アスペクト表現としての「トル」，否定辞の「ン」と，いずれも広島県を含む

西日本の方言で使用される形式が使用されている。 

 ここで考える必要があるのは， 

（１） 「ハワイの日本語」は，いわゆる「標準語」とは異なり，西日本方言の特徴が使

用される理由 

である。この理由を検討する上で， 

（２） 日本からの移民史の記述 

（３） プランテーション等での言語生活の記述 

（４） ２世以降の日本語に生じた言語事象 

（５） ピジン，ローカルの中での日本語 

を取り上げる必要がある。これらは言い換えれば，ハワイの日本語方言形成にハワイへの

人の移動とその歴史がどのように関わったのか，ということ検証するということである。 

 そこで以下では，ハワイへの日系移民史を捉える試みとして，以下の年代を設定する。 

（１） 最初の移住者の時代 

（２） 移民が本格化した頃〜1930 年代までのハワイ 

（３） 戦時中のハワイ 

（４） 戦後のハワイ 

（５） ハワイの今後 

 それぞれについて説明を試みる。 

 

３． 元年者の時代 

 1868年 4月にハワイに渡った日本人が，ハワイ日系移民の始まりである。19 世紀のハワ

イではサトウキビ産業が盛んとなったが，欧米人が持ち込んだ疾病により，ハワイの人口

減少問題が深刻となった。それにより，サトウキビ産業を支えるための労働力が必要とな

り，労働力となる移民を呼び寄せることとなった。 

 最初に渡ったのは，中国からの約 1400 人の移民たちである。彼らはプランテーションで

の契約労働に従事した後，ホノルルに移住することとなった。プランテーションでの労働

者不足の問題に直面したのである。そこで浮上したのが，江戸末期の日本であった。ヴァ

ン＝リードによって，江戸幕府との交渉により，約 150名の日本人をハワイに連れて行く

ことで合意し，旅券（パスポート）が発行されたが，明治の新政府はそれを無効としたの

である。ヴァン＝リードは，そうとは知らないまま，その 150 人の日本人を乗せて，江戸

を出航し，ハワイに渡った。ハワイに渡ったのが明治元年（1868 年）であることから，彼

らは「元年者」と呼ばれたのである。 
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 元年者たちは，ほとんどがサトウキビプランテーションに入った。その内訳としては，

オアフ島 102 人，マウイ島 33人，カウアイ島 8 人，ラナイ島 4 人であった。彼らは，炎天

下で 1日 10 時間から 12時間の労働を強いられた上，ルナ（監督者）に鞭で叩かれたり，

病気になっても休みが取れなかったという。その中で契約を終えたものは，日本に帰る帰

国組，アメリカ本土に渡った本土組，ハワイにとどまったハワイ組の３つに分かれたとい

う。 

 このうち，ハワイ組の多くは，ハワイ人と結婚し，ハワイに定住した。ハワイ語での生

活を続けた彼らは，ハワイ語に流暢になったのである。のちに，日本からの使節団がハワ

イを訪問した際，ハワイ語と日本語の通訳をこのハワイ組の人たちが行ったのである。日

本語が使用されていたことは想像に難しくないが，その詳細は管見の限り不明である。 

 

４． 移住が本格化した時代 

 元年者たちによるハワイ移民以後，1885年には日布移民条約が締結され，それにより，

サトウキビプランテーションの労働者らが多くハワイに渡ることになった。契約労働者と

して，官約移民約 29,000人，私約移民約 180,000人がハワイに渡っていった。私約移民の

場合，日本にある移民送出の民間会社などの斡旋により，多くの労働者がハワイに出稼ぎ

労働者として出かけていった。その中には，もちろん多くの収入を得た上で，帰国した者

もいたが，体調を崩したり，事業に失敗した者も少なくなかった。 

 この時期は日本語で書かれた新聞や情報誌などの刊行が進められた時代である。鈴木

（2019）によると，ハワイで初めて刊行された日本語新聞は 1893 年に刊行された「日本週

報」であった（資料１）。日本語雑誌は 1896年に刊行された「やまと」（資料２）であっ

た。この他，ハワイ島では 1897 年に日本語新聞「コナ反響」（資料３）が刊行されたので

ある。 

ションでの契約を終えた労働者の多くは，日本に帰国することはせず，ホノルルをはじ

めとするハワイ各地，並びにアメリカ本土に定住の地を求めた。その後，日本からの出稼

ぎ労働者が急増したため，1908年に「紳士協定（Gentlemen’s agreement）」が締結され，日

本とハワイ・アメリカへの渡航ができなくなった。当時の労働者のほとんどは男性だった

ため，定住をするにあたり，結婚相手が必要となった。これを契機として始まったのが，

「写真花嫁」である（資料４，資料５）。これはいわゆるお見合い結婚の形態の一つで，

仲介人が双方の写真を送り合い，婚姻関係を持たせるようにしたものである。結婚をする

ことに合意したものは，日本で入籍を済ませ，夫が妻を呼び寄せる形でアメリカに渡航さ
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せた。写真を手に渡ってきた写真花嫁らは，アメリカで結婚相手と対面し，そこで挙式を

挙げたのである。もちろん，この写真花嫁としてアメリカに渡った女性たちは，現地で対

面した相手との婚姻がうまくいく場合もあれば，そうではなかった場合もあったという

（Kawakami 2016 など）。 

 

資料１ 日本週報     資料２ 「やまと」          資料３ コナ反響 

 

 

資料４ アメリカで婚姻の手続きをとる女性ら      資料５ アメリカに渡航した写真花嫁 

 

 

 

 

 

 

 

  

(Densho Encyclopedia photo collection (ID: left: ddr-densho-41-1 right: ddr-densho-41-3) 

 

柳澤(2009)によると，1915 年から 1919年までの間，日本からアメリカ各地（サンフランシ

スコ，ロサンゼルス，シアトル，ポートランド，ホノルル）に渡った写真花嫁は１万人を

超える。表１は，外務省外交資料館所蔵資料に基づき柳澤（2009）で示されたものである。
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ここで示された「証明書」の発給数が 13,212 である。1915年から 1919 年の期間に１万人

を超える花嫁たちが太平洋を渡ったのである。 

 

表１ 「写真結婚婦人」呼び寄せ証明書発給数 （柳澤 2009） 

 

 

ここで，この当時の日本語の特徴をいくつか取り上げる。最初に取り上げるのは，このサ

トウキビ・プランテーションの労働者の間で歌われていた労働歌「ホレホレ節」である。

ハワイのサトウキビプランテーションには，日本人労働者の他に，ポルトガル人，中国人，

韓国人，フィリピン人，ハワイ人などが従事していた。そこでは，それぞれが持ち込んだ

言語による言語接触が生じた。 

「ホレホレ節」の「ホレホレ」はハワイ語で「剥ぐ」という意味で，枯れたサトウキビの

葉をはぎとる作業を指す。この歌は，当時の国際情勢，劣悪な労働環境を嘆いたものであ

る。言語的特徴としては，「ホレホレ節」の歌詞にハワイ語，日本語，英語が混在してい

ることが挙げられる。「ホレホレ節」が労働歌であることもあり，その歌詞は実にさまざ

まである。ここでは，その一つを示す。なお，下線部は英語，イタリックはハワイ語であ

る。 

ハワイ ハワイと 来てみりゃ地獄 

ボースは悪魔で ルナは鬼 

カネはカチケン ワヒネはハッパイコウ 

夫婦仲良く 共稼ぎ 

条約切れるし 未練は残る 

ダンブロウのワヒネにゃ 気が残る 

 

 この歌詞の，日本語がベースとなっているが，英語とハワイ語の要素が入っている。英

語によるものから見ると，ボースは boss, カチケンは cut cane，ダンブロウは down below と
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なる。ハワイ語はルナ(luna)は監督，カネ(kane)は男性，ワヒネ(wahine)は女性，ハッパイコ

ウ(happaiko)は，刈り取ったサトウキビの運搬作業を指す。 

 次に，当時のハワイのプランテーションで使われていたピジンの例を Ikeda (2017)から取

り上げる。まず，その例を表 2と表 3 にまとめておく。 

 

表２ ハワイプランテーションピジンの語例 

語形 日本語 英語 出自言語 

baka brain バカ Stupid brain 日本語・英語 

buta kaukau 生ゴミ Pid food 日本語・ハワイ語 

buta kaukau can ゴミ箱 Pid food can 日本語・英語・ハワイ語 

chittobit 少し Little 日本語・英語 

chawan cut マッシュルームカット Haircut 日本語・英語 

hanabata 鼻水 Liquid nasal mucus 日本語・英語 

hottsui/hotsui 暑い Hot 日本語・英語 

koppe yama コッペ山 Coffee mountain ハワイ語・日本語 

oku no camp 奥のキャンプ Camp beyond 日本語・英語 

soda mizu コーラ Soda water 英語・日本語 

sukoshi bit 少し Little 日本語・英語 

 

表３ ハワイプランテーションピジンの文例 

語形 日本語 英語 出自言語 

Ano kanaka wa mi 

no aikane 

あのハワイ人は私

の友人です 

That Hawaiian is my 

fiend. 

日本語・英語・ハワ

イ語 

Issho ni wai wai 

shinasai 

一緒にお風呂に入

りなさい 

Go take a bath 

together 

日本語・ハワイ語 

Kau kau bai ごはんですよ Come eat ハワイ語・日本語 

Mi mo no sabe 私も知りません I too don’t know 日本語・英語・ポル

トガル語 

Light tsuketemo ee? 電気をつけてもよ

ろしいでしょうか 

It is alright to turn on 

the light? 

日本語・英語 
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 このうち，特に沖縄出身の帰米二世たちの中で，アメリカ軍兵として沖縄戦に参加した

ものがいた。主に通訳兵として現地に入った帰米二世たちは，日本語のみならず，琉球語

を使いながら島民とやりとりしたことが知られる。その一人である比嘉太郎は，島民に対 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ オアフ島に設置された抑留所の位置 

 

し，「わんねー，島袋んちゅぬ喜舎場小学校いじたる比嘉太郎やいびーん信じてぃ，いじ

みそーれー」（比嘉 1982）と島民に声をかけ，救出したという。その彼らは，戦後の沖縄

復興を実現させるべく，物資（豚・山羊・衣類など）をハワイから沖縄に送り届けたこと

でも知られる。 

 

６． 戦後のハワイ 

 戦後のハワイの日本社会は基本的にはアメリカ化が進んだ時期であった。日系人（日系 2

世，３世）が日系社会で主要グループとなっていく（Adachi 1996）。それは日系社会の英

語化という意味でもあった。その一方で日本語学校は継続し，継承語としての日本語教育

は継続していった。現在においても，マノア日本語学校などの日本語学校が存在している。

この英語化の影響を受け，戦後のハワイの日系社会において日本語雑誌や日本語新聞の数，

 表１と表２から，ホレホレ節の歌詞だけではわからない，多くの例が認められる。その

例を見ると，日本語と英語，日本語とハワイ語，ポルトガル語の要素が入った語形や表現

が存在していることがわかる。また，「kau kau bai」の「バイ」はいわゆる九州方言の語形

「バイ」である。単に日本語といっても方言形が使用されているのは興味深い。ハワイに

渡った日本人に西日本出身者が多いことが関係していると思われる。 

 最後に，日本語学校について取り上げたい。ハワイでは 1896年に最初の日本語学校が設

置され，日本語学校の設置が進められた。これは写真花嫁がハワイに渡り，結婚した家庭

に生まれた子供たちを預かる機関の設置が要望されたことと関係している。日本語学校で

は，国定教科書が当初使用されていたが，のちに布哇教育会，本派本願寺学務部による日

本語教科書編纂が進められていった。 

 

５． 戦時中のハワイ 

 真珠湾攻撃にはじまった第二次世界大戦により，ハワイの日系社会は大きく変容した。

開戦後まもなく，アメリカ西海岸を中心に行われた強制収容所への収容はハワイでは行わ

れなかった。ただし，その収容は全く行われなかったわけでもない。その詳細は秋山（2020）

に譲るとして，ここではハワイの抑留所の概要を示すにとどめる。 

 日系人の強制排除・収容計画の一部としてハワイ諸島に住む日本人，ならびに日系人，

約 2,000 人が対象となった。つまり「敵性外国人」とみなされた日本人（日系一世）と戒厳

令により「危険とみなされた」日系二世たちである。日系二世の中でも特に帰米二世たち

がその対象となるケースが多かった。帰米二世とは，アメリカで生まれたのち，学齢期を

日本で過ごしたのちにアメリカに戻った世代を指す。その彼らを抑留させた抑留所がハワ

イのオアフ島に２箇所設置された（図１）。それがホノウリウリ抑留所とサンドアイラン

ド抑留所である。この抑留所に関する調査研究は近年始まったばかりである。それらによ

り，当時の言語生活の記述が進められることを期待したい。 

 戦時中の日本語教育については，すでに本報告書（『戦中期のアメリカにおける日本語

教育』）で言及しているため，割愛する。しかしながら，この時期のハワイの日系社会に

おいて，アメリカ軍に入隊した日系二世たちで構成される部隊（第 100 歩兵大隊など）が

ヨーロッパ戦線やアメリカ収容所での慰問に派遣されたほか，沖縄戦で通訳兵として配置

され，現地の島民たちの救出に当たったことは取り上げたい。  
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 このうち，特に沖縄出身の帰米二世たちの中で，アメリカ軍兵として沖縄戦に参加した

ものがいた。主に通訳兵として現地に入った帰米二世たちは，日本語のみならず，琉球語

を使いながら島民とやりとりしたことが知られる。その一人である比嘉太郎は，島民に対 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ オアフ島に設置された抑留所の位置 

 

し，「わんねー，島袋んちゅぬ喜舎場小学校いじたる比嘉太郎やいびーん信じてぃ，いじ

みそーれー」（比嘉 1982）と島民に声をかけ，救出したという。その彼らは，戦後の沖縄

復興を実現させるべく，物資（豚・山羊・衣類など）をハワイから沖縄に送り届けたこと

でも知られる。 

 

６． 戦後のハワイ 

 戦後のハワイの日本社会は基本的にはアメリカ化が進んだ時期であった。日系人（日系 2

世，３世）が日系社会で主要グループとなっていく（Adachi 1996）。それは日系社会の英

語化という意味でもあった。その一方で日本語学校は継続し，継承語としての日本語教育

は継続していった。現在においても，マノア日本語学校などの日本語学校が存在している。

この英語化の影響を受け，戦後のハワイの日系社会において日本語雑誌や日本語新聞の数，
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発行部数も少なくなった。その中でも現在まで刊行が続いているのが「ハワイ報知」であ

る（資料 6）。 

 この英語化が進む中で，日本語の刊行物が必要であった理由として，もちろん日本語の
方が英語よりもその運用能力が高かった日系一世の存在も大きいが，戦後のハワイ社会に

おける主要産業として急成長した観光業に従事する戦争花嫁と呼ばれた日本人女性たちの

存在が挙げられる。戦争花嫁とは終戦期の GHQ 占領期に日本に滞在した軍人たちと結婚し

た女性たちである（島田 2009）。占領期後にアメリカに帰国した配偶者とともにアメリカ

に渡った戦争花嫁のうち，離婚した人たちが少なくなかった。その彼女たちがハワイの観

光業に従事することになったである（鈴木啓 p.c.）。 

 ハワイを訪問する人の多くは，観光や挙式，ハネムーンで出かけるが，これは戦後のハ

ワイに顕著となる。戦争花嫁たちは，ハワイを訪問する日本人を対象とした仕事についた

のである。彼女らは日本語による情報が必要であったのである。 

 

資料６ ハワイ報知 
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発行部数も少なくなった。その中でも現在まで刊行が続いているのが「ハワイ報知」であ

る（資料 6）。 

 この英語化が進む中で，日本語の刊行物が必要であった理由として，もちろん日本語の
方が英語よりもその運用能力が高かった日系一世の存在も大きいが，戦後のハワイ社会に

おける主要産業として急成長した観光業に従事する戦争花嫁と呼ばれた日本人女性たちの

存在が挙げられる。戦争花嫁とは終戦期の GHQ 占領期に日本に滞在した軍人たちと結婚し

た女性たちである（島田 2009）。占領期後にアメリカに帰国した配偶者とともにアメリカ

に渡った戦争花嫁のうち，離婚した人たちが少なくなかった。その彼女たちがハワイの観

光業に従事することになったである（鈴木啓 p.c.）。 

 ハワイを訪問する人の多くは，観光や挙式，ハネムーンで出かけるが，これは戦後のハ

ワイに顕著となる。戦争花嫁たちは，ハワイを訪問する日本人を対象とした仕事についた

のである。彼女らは日本語による情報が必要であったのである。 

 

資料６ ハワイ報知 

 

 

また戦後の日本語新聞を見ると，ハワイの日本語に関する記事が存在する。1965 年 8 月

にハワイタイムスに，「ハワイの日本語に関する考想」に関する連載記事がある。ハワイ

の日本語放送局であった KOHO 放送局での放送記録をきっかけとして企画された。ハワイ

タイムスには東京外国語大学の釘本久春教授による講話の抄録を見ることができる（資料

７）。 

 

資料７ ハワイタイムス掲載の「日本語に関する考想」記事 

 

出典：ハワイ大学マノア校図書館（米国ハワイ州ホノルル市）所蔵 

 

７． ハワイの今後 

 ハワイ社会は変貌をとげている。さまざまな民族が往来したこの島が有するのは「ロー

カル」としてのアイデンティティである。「ローカル」アイデンティティは，戦前期のハ

ワイにおいて，白人系の経営するプランテーションに労働者として従事した移民（日系，

韓国系，中国系，プエルトルコ系，先住民）が定住する中で，ハワイで生まれ育った移民

の二世や先住民たちは，同じ階層に属するものとして，親の出身国や文化の違いを乗り越
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えたアイデンティティを共有するようになったものである（宮崎 2004 ほか）。もちろん，

日系人もこの「ローカル」アイデンティティを支えるグループの一つである。さまざまな

文化が存在するハワイ社会には，日系社会の存在を示す要素は少なくない。その一つの例

がハワイ英語に取り込まれている日本語起源の借用語であろう（資料８）。 

 

資料８ ハワイ英語に取り込まれた日本語起源の借用語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料８で使われている bentoや furikakeなどの日本語起源の借用語は現地の言語生活で

も使用されている。また，このような「ローカル」としてのアイデンティティは，日系社

会の人たちにとっての郷里との関係にも当てはめられる。例えば，沖縄系移民たちが形成

しているネットワークは，一つの社会に止まることはなく，その範囲は世界規模にもなる。

その中でも，南北アメリカの沖縄系移民の間では国境を超えた，つまりトランスナショナ

ルなネットワークを形成している。 

 この他にも，世界各地で開催される「世界のウチナーンチュ大会」やオアフ島ホノルル

市で毎年開始される「Hawaii Okinawa festival」などが開催されている。また，沖縄系移民

により始められた店（Times supermarket や Zippy’s など）もある。ハワイに住む沖縄系移

民にもまさに「ローカル」としてのアイデンティティがあり，ハワイ社会に根付いている。 

 

８． まとめ 

 本稿では，ハワイの日系移民史を時代区分を設定した上で概説を試みた。その上で，そ

れぞれの時代における日本語の役割を，具体例を示しながら考察した。「元年者」に始ま

る日系移民の歴史は，ハワイ社会に大きな影響を与えた。日本語話者も増加し，日本語新

聞や日本語雑誌が編纂された。日本語学校が設立され，日本語教育が実施された。第二次

世界大戦以後は，アメリカ化が進んでいく一方で，ハワイの日本語をめぐる状況は変化し

ていった。この流れはハワイで形成された「ローカル」としてのアイデンティティに貢献

していくものであることを示した。 

 今後は，日系移民史において，特に日本人が増加していった時代における日本語の特徴

分析を行い，現在ではほとんど耳にすることができなくなった，ハワイの日本語の言語的

特徴の解明に取り組んでいきたい。 
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ていった。この流れはハワイで形成された「ローカル」としてのアイデンティティに貢献

していくものであることを示した。 

 今後は，日系移民史において，特に日本人が増加していった時代における日本語の特徴

分析を行い，現在ではほとんど耳にすることができなくなった，ハワイの日本語の言語的

特徴の解明に取り組んでいきたい。 
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講演資料

朝日祥之准教授　東京外国語大学 離任研究会　

タアーロフを知る，タアーロフから学ぶ：
ペルシア語と日本語の待遇表現に見られる
面白い関係性

開催日時：2020 年 2 月 8 日（土）　13 時～ 15 時
開催場所 ：東京外国語大学 府中キャンパス 研究講義棟 320（会議室）

タアーロフを知る
タアーロフから学ぶ

ペルシア語と⽇本語の待遇表現に⾒られる⾯⽩い関係性

朝⽇祥之
NINJAL/TUFS
2020.2.8

ありがとうございます︕
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タアーロフを知る
タアーロフから学ぶ

ペルシア語と⽇本語の待遇表現に⾒られる⾯⽩い関係性

朝⽇祥之
NINJAL/TUFS
2020.2.8

ありがとうございます︕

▶ 朝日祥之（国立国語研究所）　資料
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朝日祥之　離任研究会 資料

今⽇の研究会
何かの研究発表をするものではありません

最先端の研究紹介をする場でもありません

「離任研究会」なので
外⼤での在職期間中（２カ年度）に学んだこと
多くの⼤学院生たちとの⾯談（レポートの内容＋研究相談）

（みなさん，ありがとう︕）
学んだことの一つ＝「タアーロフ」(ta'ārof)
タアーロフ＝⾯⽩そうだけど，難しいそう
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今⽇の研究会
何かの研究発表をするものではありません

最先端の研究紹介をする場でもありません

「離任研究会」なので
外⼤での在職期間中（２カ年度）に学んだこと
多くの⼤学院生たちとの⾯談（レポートの内容＋研究相談）

（みなさん，ありがとう︕）
学んだことの一つ＝「タアーロフ」(ta'ārof)
タアーロフ＝⾯⽩そうだけど，難しいそう

タアーロフ
学生の話を聞いていると，どこかで⽇本語の待遇表現（待
遇性）と共通するところがあるような気がする

どのような点で似ているのか，どこが違うのか気になった

そこで
タアーロフの⾯⽩さを教えてもらう
ペルシア語学の先生

（１）レザーイー バーグビーディー ハサン先生
ペルシア語学を専攻する⼤学院生

（２）杉野紗代さん
⽇本語学の⽴場から

（３）朝⽇祥之
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朝日祥之　離任研究会 資料

バーグビーディー先生とは

今⽇の構成
２部構成です。
第１部︓タアーロフを知る
第２部︓タアーロフから学ぶ
二人の先生方に話してもらいます（⽇本語・英語）
朝⽇は適宜話します。
質疑応答の時間も

どうぞよろしくお願いします。
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どうぞよろしくお願いします。
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朝日祥之　離任研究会 資料

タアーロフを知る，
タアーロフから学ぶ

︓

ペ ル シ ア 語 と 日 本 語 の 待 遇 表 現 に
⾒ ら れ る ⾯ ⽩ い 関 係 性

東京外国語大学大学院
世界言語社会専攻 1年 杉野紗代

タアーロフを
知る
タアーロフの面白さとは︖

▶ 杉野紗代（東京外国語大学　博士前期課程）　資料
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タアーロフを知る，
タアーロフから学ぶ

︓

ペ ル シ ア 語 と 日 本 語 の 待 遇 表 現 に
⾒ ら れ る ⾯ ⽩ い 関 係 性

東京外国語大学大学院
世界言語社会専攻 1年 杉野紗代

タアーロフを
知る
タアーロフの面白さとは︖

突然の質問ですが、みなさんならど
うしますか︖
• あなたはイラン⼈と⼀緒に⼾⼝に居ます
• お互いに同じ入り⼝から中に入ろうとしています
• あなたならどのように入りますか（選択肢から）
• なぜそのような⾏動を取ろうと考えましたか

＜選択肢＞
必ず自分が先に入る ／ 必ず相手に先を譲る ／
相手の様⼦を⾒つつも、自分が先に動けそうであればまず自分から入る
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朝日祥之　離任研究会 資料

典型的なタアーロフ︓
エレベーター前で譲り合い
• 男性は⼥性に先を譲る
• 若い⼈は年配に先を譲る
• 同年代であった場合、どちらが先を譲るかは自由→右側にいる⽅が先に⾏く

タアーロフを考えてみる

• みなさんでチャイを受け取るときのタアーロフを⾒てみましょう︕

• 実際にタアーロフを体験してみましょう︕

タアーロフとは︖

• 儀礼的な待遇表現のひとつで、敬体／普通体のどちらを用いてもタアーロフを表せる
• 会話場⾯で出現する
• 非⾔語⾏動／⾔語⾏動になって現れる
• ⼈を招待する場⾯／挨拶の場⾯／食事の場⾯／その他、相手を気遣うことでもてなそ

うとする場⾯に多く登場する
• タアーロフは日本⼈の「建前を使う時の意識」に似ているが、それでも日本⼈には理

解しづらいタアーロフも多数存在する。
• 本研究会では便宜的に「お互い気を使う必要のない⽔入らずの遠慮のない関係である

ため、聞き手は話し手に構わず、自分にとって⼼地の良い／気楽な⽅法でいてくださ
い」という意識を標⽰させるためのものであると定義する

実際にイラン⼈にタアーロフ事情を
聞いてみましょう︕

• お互いにタアーロフを⾔い合う場⾯はどのような場⾯でしょうか

• イラン⼈同⼠でタアーロフが理解できないことはありませんか︖
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典型的なタアーロフ︓
エレベーター前で譲り合い
• 男性は⼥性に先を譲る
• 若い⼈は年配に先を譲る
• 同年代であった場合、どちらが先を譲るかは自由→右側にいる⽅が先に⾏く

タアーロフを考えてみる

• みなさんでチャイを受け取るときのタアーロフを⾒てみましょう︕

• 実際にタアーロフを体験してみましょう︕

タアーロフとは︖

• 儀礼的な待遇表現のひとつで、敬体／普通体のどちらを用いてもタアーロフを表せる
• 会話場⾯で出現する
• 非⾔語⾏動／⾔語⾏動になって現れる
• ⼈を招待する場⾯／挨拶の場⾯／食事の場⾯／その他、相手を気遣うことでもてなそ

うとする場⾯に多く登場する
• タアーロフは日本⼈の「建前を使う時の意識」に似ているが、それでも日本⼈には理

解しづらいタアーロフも多数存在する。
• 本研究会では便宜的に「お互い気を使う必要のない⽔入らずの遠慮のない関係である

ため、聞き手は話し手に構わず、自分にとって⼼地の良い／気楽な⽅法でいてくださ
い」という意識を標⽰させるためのものであると定義する

実際にイラン⼈にタアーロフ事情を
聞いてみましょう︕

• お互いにタアーロフを⾔い合う場⾯はどのような場⾯でしょうか

• イラン⼈同⼠でタアーロフが理解できないことはありませんか︖
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朝日祥之　離任研究会 資料

イラン⼈同⼠でさえお互いのタアー
ロフを完全に理解するのは不可能
• 発話だけをもとに、話し手がどのような発話意図を持ってタアーロフを述べているの

かはわからない。論⽂の事例を持ってくる

でも、タアーロフは⾯⽩い︕

• イラン⼈にとって、タアーロフは「敬意」表現であるとみなされている

• その⼀⽅、タアーロフを用いて⾔葉遊びとしてのユーモアさを標⽰することも、
• 相手をだましたりうまく利用したりする目的のためにおだてる⽅法として用いること

も可能

• イラン⼈は生活の中でごく自然にタアーロフを使い、また、タアーロフを使うことで
話し手聞き手の関係をより友和的にさせる側⾯も持つ。

タアーロフと
日本語
イラン⼈と⽇本⼈留学経験者の実体験
を交えながら

タアーロフの難しさは、
① ペルシア語独特の「建前」にある
お客さんが自分の家に訪問してきたとき・・・

自分がお客さんに対して、家の中でも高価なもの・⼤切なもの（絨毯など）を差し出す
ときがある。

参考︓mehman-e maman (Mum’s guest)
https://www.imvbox.com/watch-persian-movie-iranian-movies/mums-guest-mehmane-maman/play-film 1:24:43



東京外国語大学国際日本学研究　報告XI

53

イラン⼈同⼠でさえお互いのタアー
ロフを完全に理解するのは不可能
• 発話だけをもとに、話し手がどのような発話意図を持ってタアーロフを述べているの

かはわからない。論⽂の事例を持ってくる

でも、タアーロフは⾯⽩い︕

• イラン⼈にとって、タアーロフは「敬意」表現であるとみなされている

• その⼀⽅、タアーロフを用いて⾔葉遊びとしてのユーモアさを標⽰することも、
• 相手をだましたりうまく利用したりする目的のためにおだてる⽅法として用いること

も可能

• イラン⼈は生活の中でごく自然にタアーロフを使い、また、タアーロフを使うことで
話し手聞き手の関係をより友和的にさせる側⾯も持つ。

タアーロフと
日本語
イラン⼈と⽇本⼈留学経験者の実体験
を交えながら

タアーロフの難しさは、
① ペルシア語独特の「建前」にある
お客さんが自分の家に訪問してきたとき・・・

自分がお客さんに対して、家の中でも高価なもの・⼤切なもの（絨毯など）を差し出す
ときがある。

参考︓mehman-e maman (Mum’s guest)
https://www.imvbox.com/watch-persian-movie-iranian-movies/mums-guest-mehmane-maman/play-film 1:24:43
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朝日祥之　離任研究会 資料

② タアーロフの話し手は、発⾔した
内容に責任を取るとは限らない
• 「エンシャッラー、明日までにリビングライトを修理するよ」
→しかし、実際に明日までに修理⼯がやってくるとは限らない

→イラン⼈インフォーマントの意⾒「相手を喜ばせたい⼀⼼でつい⾔ってしまう」

タアーロフかどうか判断しづらい
場⾯がある

• メフマーンナヴァ―ズィー（おもてなし）の⽂化
• テヘランで・・・→ピザを注⽂したらサラダを奢ってもらえた
• エスファハーンで・・・→薬局で風邪薬が欲しいと⾔ったら薬をタダでもらえた

でも、タアーロフの場合
• テヘランで、タクシーから降りるとき「お代は要りませんよ」と⾔われる

・・・→相手の⾔葉は建前だと思わなくてはならない

タアーロフは必ずしも建前性をもつ
とは限らない
• 聞き手が、話し手のタアーロフの発話意図を推察するのは難しい（同じ⾔葉に⾒えて

本音と建前の両側⾯があるから） →日本語でも同じ
• 自分がタアーロフを使用したい／したくないという意思に関係なく、儀礼的にタアー

ロフを用いなくてはならない場⾯（儀礼的タアーロフ︔後述）が存在する。
→日本語の「つまらないものですが」に同じ
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タアーロフかどうか判断しづらい
場⾯がある

• メフマーンナヴァ―ズィー（おもてなし）の⽂化
• テヘランで・・・→ピザを注⽂したらサラダを奢ってもらえた
• エスファハーンで・・・→薬局で風邪薬が欲しいと⾔ったら薬をタダでもらえた

でも、タアーロフの場合
• テヘランで、タクシーから降りるとき「お代は要りませんよ」と⾔われる

・・・→相手の⾔葉は建前だと思わなくてはならない

タアーロフは必ずしも建前性をもつ
とは限らない
• 聞き手が、話し手のタアーロフの発話意図を推察するのは難しい（同じ⾔葉に⾒えて

本音と建前の両側⾯があるから） →日本語でも同じ
• 自分がタアーロフを使用したい／したくないという意思に関係なく、儀礼的にタアー

ロフを用いなくてはならない場⾯（儀礼的タアーロフ︔後述）が存在する。
→日本語の「つまらないものですが」に同じ
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朝日祥之　離任研究会 資料

第二部へ進む
前のQ&Aセッ
ション

事例
• 遠い親戚まで集まるようなパーティーがおこなわ

れた
• 自分もそのパーティーに出かけたとする

イラン⼈は、誰に対してどのような
タアーロフをするのでしょうか︖

• 最もタアーロフが多く使われる場⾯は、パーティーに関連した場⾯
• ホスト側
• ジェンダーとしての使い分けは存在するのか︖
• 特定の役職に対してタアーロフを使う／使わないと決めていることはあるのか︖

タアーロフから
学ぶ
学術的な視点からペルシア語と⽇本語の待遇表現
の面白さを探る
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イラン⼈は、誰に対してどのような
タアーロフをするのでしょうか︖

• 最もタアーロフが多く使われる場⾯は、パーティーに関連した場⾯
• ホスト側
• ジェンダーとしての使い分けは存在するのか︖
• 特定の役職に対してタアーロフを使う／使わないと決めていることはあるのか︖

タアーロフから
学ぶ
学術的な視点からペルシア語と⽇本語の待遇表現
の面白さを探る
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朝日祥之　離任研究会 資料

レザーイー先生より

レジュメを参照
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レザーイー先生より

レジュメを参照

タアーロフの先⾏研究を⾒てみま
しょう（吉枝1 9 9 4 ,  1 9 9 7）

①タアーロフ例
A:  shoma qadamranje konid-o manzel-e ma tashrif biyarid.
「(どうぞ)家にいらして下さい。」
B:  bale, sare forsat khedmat miresam.
「はい、機会があれば伺います。」

②敬語（非タアーロフ）例
A:   aqa-ye B, panj shambe shab khune-ye ma ye mehmaniye. lotfan shoma tashrif biyarid.
「Bさん、木曜の晩、私の家でパーティーがあるんです。どうぞいらしてください。」
B-1:  chashm, hatman khedmat miresam.
「はい、必ず伺います。」
B-2:  bebaxshid, mota'assefane panj shambe kar mikonam, nemitunam biyam, enshalla forsate dige
xedmat miresam.
「すみません、木曜の晩は仕事があって、⾏けません。また次の機会に伺います。」
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朝日祥之　離任研究会 資料

タアーロフとペルシア語の敬語との
違い
• ①②ともtashrif avardan「いらっしゃる」という敬語が用いられている
• ①は建前のタアーロフとしての機能が働いていた例
• Bは、Aがたとえそのような申し出をしたとしても、AはBを実際に招待する気はない

ことを察知し、また、BもAの招待を受ける気がないことを表明している例
• ペルシア語の敬語は基本的に、話し手と聞き手との上下関係と会話場⾯の改まりに基

づく非相互使用
• ⼀⽅、タアーロフは相互使用される

• お互いに似ている点もある

タアーロフの種類

• ta'arof-e vazife'i（義務的なタアーロフ）

客の訪問の際に交わされる定型表現を含んだ発話や、物品の授受のや
りとり。その場に応じたステレオタイプの待遇表現。

• ta'arof-e dustane（友好的なタアーロフ）

話者側は誘う意思がないが、形式的に隣⼈を食事に誘う例
 相互作用の際に友好的な雰囲気を設定し、相手と円滑な関係を保っていくための機能（吉

枝,1994）
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タアーロフの種類

• 戦略的なタアーロフ

上下関係に基づくコネ(partibazi)を築く役割を果たしたり、自分が自分
の要求を相手に聞かせようとしたりする役割を持っている。

• 空虚なタアーロフ(ta'arof-e tukhali)

義務的なタアーロフの例
A) cheshm-e ma roshan︓招待した客が家に訪問に来た時︔「お会いできて嬉しい」（お

会いできて目が輝いた）

B) khod-etan golid︓客が訪問時に、相手への気遣いとして花束を用意してきたとき︔
「あなたがお花なのよ」（客が来ることが最高の幸せなのだから、本⼈が花束を
持ってきてホストに気を使う必要はない）

C) bebakhshid posht-am be shoma-st︓（主に⾞）乗⾞する際、前の座席に座った⼈が後
部座席に座った⼈に⾔う︔「私の背中があなたの⽅を向いていてすみません」

D) gol posht-o ru nadare︓D) に対する返答︔「花は前も後ろもありません」（お気遣い
なく）

E) befarmayid︓エレベーターのまえに⼈が集まった時、目下の者が目上にするケースや、
男性が⼥性に⾏うケースが最も多い︔「（お先に）どうぞ」
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友好的なタアーロフの例①
( KO U T L A K I ,  1 9 9 7 )

A（⼦供の父親、およそ30歳）とD（⼦供の⺟親、およそ27歳）はM（ホスト、およそ35歳）の家に来ていた。Mは
AとDに食べ物を勧めていた。Mは彼らの⼦供を抱いて、⼦どもに夕飯を食べさせようとしていた。そうすると⼦ども
が泣いてしまったので、また返してほしいと頼んだが、外国語で会話をしていて正しく意図が伝わらなかったのか、
⼦どもを返してもらえなかった。そうするうちにS（⼥性、およそ35歳）が抱きかかえたのを⾒て、Aはまた⼦供を返
してもらうように伝えた。しかし、Sが聞かなかったのをみて、AはDに「⼦どもを引き戻さなければ」と述べたとこ
ろ、Mが「⼼配しないでよ」と⾔ったので、Aは続けて次のように⾔った。

A: na ache qaza sard mishe ache vasat-e qaza nemishe ke… na baba vallah na.

「いや、そろそろ食事が冷めてしまう…そろそろ（こんなふうにしているのは）
食卓のまえではやってはいけないことなんだ…だめなんだ、本当に。」

M: khordam tah dig khordam, bokhorid shoma.

「食べましたよ、おこげ食べました。あなたもお食べなさい。」

友好的なタアーロフの例①
A: pas man mishinam… ye meqdar-e dige… dige hala ke khanom… zahmat mikeshan.

「じゃあ僕はここに居よう。ほんの少し…ほんの少し座ります、Mさんが（せっかく）
苦労して（料理をして）くれているのだから。」

D: ache intowri khub nist.
「（Aは座ると⾔っているけれど、Aのその⾏為）は良くないことよ。」

・・・省略・・・
M: dust dare hala.

「（⼦供がまた泣いたのを⾒て）もう（お父さんお⺟さんのところに帰りたい）かな︖」
A e? bashe… bashe…

「え︖そうだ…そうだね…」

インフォーマントの意⾒︔「⼦供が戻らないとみて⼀旦食事を進めようとするふりをしていたけれど、あとあと
で⼦供の⾯倒を⾒ようとしていることを考えるとタアーロフであったと⾔える」
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友好的なタアーロフの例②
（例⽂︓男性Bは、姪Aとその夫Cのもとを訪れる。AとCはBをもてなしていたが、その日、AとCはこのあと
ほかの家に⾏かなければならなかった。しかも、もうすでに約束の時間に遅れていた。）

A. da’i jun, mā emshab khune-ye āqā-ye Vāheb da’vat dārim. Shomā ham tashrif biyārin berim ya
inke zang bezanim-o migim nemitunim biyāyim.

「おじさん、私たち今夜はVahebさんに招待されているの。あなたも⼀緒にいらっ
しゃってくださいな。それか、相手に電話して、今日は⾏けないと伝えます。」
B. na, na, man bāyad beram, kheyli kār dāram... tu khune montazeran.

「いえいえ、僕はもう⾏かなきゃ。仕事もたくさんあって・・・。みんな家で待っ
ているので。」

・・・省略・・・

友好的なタアーロフの例②
C. akhe injuri ke kheyli bade pas ma nemirim ba ham dige inja ye sham-e sade mikhorim.

そんな風にされてしまうのはとても悪いことです。そうであれば、

私たちは（Vahebさんのもとへは）⾏きません。

⼀緒にここで軽い食事でもしましょう。

B. na kheyli mamnun shoma tashrif biyarin az un tarafa.

いえ、ありがとうございます。あなたこそうち（Bさんの家）にいらしてください。

C. kheyili mamnun lotf dārin hala ke shoma injain nemimunin hatman bayad ye shab dorost

dowre ham bāshim salam beresunin.

ご配慮いただきどうもありがとうございます。いまここにBさんはいらっしゃいますけれど、

Bさんはもう帰られるのですね。必ずまた会いましょう。

みなさんにもよろしくお伝えください。
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戦略的なタアーロフの例
テヘランのある場所にいた私は、職員に訊きたいと思っていた情報があったが、私がそれを入

手できるかは疑問であった。そこで、私よりもはるかに高位であると⼈々からみなされていた⼈
物であった私の友⼈が、私を助けてくれることになった。彼は私を事務所の中へ引き入れ、そし
て私が到着したことをその職員に伝えた。私が⼀度中に⾜を踏み入れると、友⼈は職員に対し、
手を尽くして(elaborate)、私を上手の⽴場に置くような(other-raising)動詞を用いて私を紹介した彼
は職員にも同様にother-raisingをするような形を用いていたが、明らかに、私に用いている⾔葉遣
いや、私について⾔及するときの⾔葉遣いは、職員に対して向けられたother-raisingよりもはるか
に上回っていた。

これに加えて⼤げさに自分の⽴場を下げる(self-lowering)ような語彙を用いることで、友⼈が構
築した地位のヒエラルキーを印象付けることに⼀役買っていた。しかしそのインタラクションに
は現実性(reality)が全く存在していなかったのだった。そこでは私がヒエラルキーのトップにあっ
て、その職員が中間に、そしてその友⼈が最下層に置かれていたのである。実際、ある程度ざっ
くり考えてみると、その友⼈とその職員はほとんど同じ地位にあって、私は相対的に下の⽴場な
のであった。このように少しの賢さ(zerangi)がとてもよく機能してくれたおかげで、私は私の欲し
かった情報を、それも遅滞なく、受け取ることが出来た。(Beeman, 1986, p.167)

現在のタアーロフ研究史における
タアーロフの位置づけ
Koutlaki(1997)はタアーロフの役割を以下のように定義づけている。

• 敬意(deference)

• 謙虚さ(humility)

• 親愛(cordiality)

タアーロフを取り巻く
イラン社会の⼀般的な慣習
• イラン社会には、相手から申し出や招待がなされると、それがどのようなものであっ

たとしても⼀度は必ず断らなくてはならない、という強い規範が存在する。

– そのため、拒絶された場合、相手はta'arof nakon（タアーロフをしないで︔（遠慮
せずに）持って⾏ってください）かta'arof mikoni?（タアーロフを⾔っている
の︖︔あなたに期待されているからと⾔ってそれを断っているのですか︖）と述
べる

• rudarbayesti（内気︔あらたまった様⼦︔誰かの前では儀礼性に従うことが重
要であると⾒做すこと）

タアーロフを取り巻く
イラン社会の⼀般的な慣習
Rudarbayestiとは︖
• インフォーマントの事例―ある若い⼥性が、遠い親戚に招かれてパーティーに出かけ

たというが、そこで出された食事にあまり手を付けることが出来ず、わずかしか食べ
ていない状態でホストの家から帰った

• 遠い親戚（インフォーマントから得られた例として、自分がホストからみておじ／お
ばの息⼦か娘であった場合）であれば、このようなふるまいをすることが起こりうる

• 「⼈においしい食べ物を提供すること、自分たちの中で上等の器具(utensils)を使用す
ること、タアーロフをすること、家族や物質的・経済的な問題と⾔った自分の私的な
生活の側⾯について話をすることを避けること」であり、「（話し手―聞き手が）親
しい関係になった時rudarbayestiは減少し、消滅する」(Koutlaki, 1997)
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ること、タアーロフをすること、家族や物質的・経済的な問題と⾔った自分の私的な
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議論
タアーロフ研究を俯瞰したうえで、さらに⽇本語
の待遇表現研究に生かせることは何か

「タアーロフ」らしい日本語の
待遇表現にはどのようなものがあるでしょうか

参考⽂献
Beeman, W. O(1986)Language, Status, and Power in Iran, Indiana University Press

Brown, P and Levinson, S. C(1987)Politeness: Some universals in language usage. Cambridge University.

（次を参照︓⽥中典⼦他(2011)『ポライトネス︓⾔語使用における、ある普遍現象』）
Eslami, Z. R. (2005) Invitations in Persian and English: Ostensible or genuine?, Intercultural Pragmatics , 

Isaacs, E.A.  and Clark, H.H.(1990)Ostensible invitations, Language in Society 19, pp.493-509. Cambridge

University Press.

Koutlaki, S(1997) The Persian system of politeness and the Persian folk concept of face, with some reference

to EFL teaching to Iranian native speakers, University of Wales

Izadi, A(1397), در تعارف ايرانی  وجههدر  کاوشی, University of Isfahan

Sharifi, S. and ‘Abbasiyan, F.(1393) نبازدر  قعیواغيرواقعی و   تفارتعا  شناختی تباف  سیربر 
. رسیفا Islamic Azad University

井出祥⼦他(編)(1986)『日本⼈とアメリカ⼈の⾔語⾏動―⼤学生の場合―』南雲堂.

吉枝聡⼦(1994)「Ta‘arof研究の現状とその問題点―社会⾔語学的視点から―」『オリエント』pp.87-103

― (1997)『現代ペルシア語の敬語⾏動に関する社会⾔語学的研究―テヘランの場合―pp.13-19

ありがとうございました︕
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▶ Rezai Baghbidi Hassan（大阪大学）　資料
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k

c

▶ タアーロフ早見表（作成：杉野紗代）
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タアーロフを知る，
タアーロフから学ぶ

日時︓2020 年 2 月 8 日（土）　13 時～ 15 時

プログラム︓

13:00-13:05  趣旨説明

13:05-14:00  第一部：タアーロフを知る

14:00-14:55  第二部：タアーロフから学ぶ　

14:55-15:00  閉会の挨拶

会場︓府中キャンパス 研究講義棟 320（会議室）

● 講師
Rezai Baghbidi Hassan: 大阪大学大学院言語文化研究科ペルシア語専攻特任
                         准教授。専門は，歴史言語学，ペルシア語学，ペルシア語史。 
杉野紗代 : 東京外国語大学大学院　博士前期課程院生
朝日祥之 : 国立国語研究所、東京外国語大学（NINJAL ユニット）

朝日祥之准教授　離任研究会
東京外国語大学 　語学研究所＆大学院国際日本学研究院（NINJAL ユニット）共催

[お問合せ] 東京外国語大学 国際日本学研究院 　℡ 042-330-5829　caas_admin@tufs.ac.jp

ペルシア語と日本語の待遇表現に見られる面白い関係性 

▶ チラシ
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朝日 祥之 准教授　（国立国語研究所）
研究分野：社会言語学

朝日祥之准教授は、国立国語研究所（NINJAL）とのクロスアポイントメント制度により、
2018年4月～ 2020年3月まで東京外国語大学大学院国際日本学研究院に在職されました。
その間の担当科目（教育活動）ならびに講演会は以下のとおりです。

① 担当科目：大学院総合国際学研究科 博士前期課程
2018 年度春学期 　［科目名］Japan Studies １
	 ［講義題目］ 社会言語学概論
2018 年度秋学期 　［科目名］Japan Studies 2
	 ［講義題目］ 接触言語学の諸相
2019 年度春学期 　［科目名］Japan Studies １
	 ［講義題目］ 社会言語学概論１
2019 年度秋学期 　［科目名］Japan Studies 2
	 ［講義題目］ 社会言語学概論２

② 特別講演会
2018 年 5 月 11 日（於東京外国語大学  語学研究所 LUNCHEON LINGUISTICS）
	 題目「人の移動の社会言語学：日本語をめぐる事象を中心として」
2018 年 9 月 28 日（於 2018 年 博士後期課程 講義内での講演）
	 題目「戦時中のアメリカにおける日本語教育」
2018 年 10 月 19 日（於 2018 年度国際日本学研究院 連続講演会第 2 回での講演）
	 題目「多様化の進む地域社会における日本語を見つめる研究」
2019 年 9 月 24 日（於 2019 年 博士後期課程 講義内での講演）
	 題目「ハワイへの日系移民史における日本語の役割」
2020 年 1 月 23 日（於 2019 年度国際日本学研究院 連続講演会第 4 回でのコメンテーター）
	 講演者：劉セイラ「海を越えて活躍する声優―2 か国で、声で演じるということ―」
2020 年 2 月 8 日（於東京外国語大学 研究講義棟 320）
	 題目「タアーロフを知る，タアーロフから学ぶ：
	 　　　ペルシア語と日本語の待遇表現に見られる面白い関係性」

 

編集後記
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